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小児における頭顔面部の生体計測について
　　　　　　　　　　　　　日本人と中国人との比較
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　　Abstract：Somatometry　of　the　head，　face，　body　height　and　body　weight　was　performed　to

comparatively　examine　the　differences　in　Japanese　and　Chinese　children．　The　subjects　consisted　of

lO69　boys　and　girls（530　Japanese　and　539　Chinese）ranging　in　age　from　two　to　six　years．　The

Martin　system　was　employed　for　the　measurement．　The　following　results　were　obtained：

　　In　the　frontal　aspect　of　the　face，　the　en－en　and　ex－ex　distances　showed　no　age－related　differences

in　both　the　Japanese　and　Chinese　children．　In　the　Japanese　children，　the　gn　point　was　markedly

developed　inferiorly　with　age．　On　the　other　hand，　the　Chinese　children　had　less　inferior　develop・

ment　of　the　gn　point．　In　the　lateral　aspect，　the　t・go　distance　was　not　noticeably　increased　with　age

in　the　Japanese　children．　In　the　Chinese　children，　the　t－go　distance　was　markedly　developed

inferiorly．　These　differences　began　to　grow　pronounced　from　three　years　of　age．　The　facial　profile

in　the　Japanese　children　was　configurationally　characterized　by　a　remarkable　anteroinferior

inclination　of　the　mandibular　base　and　that　in　the　Chinese　children　by　the　small　gonial　angle　and

flat　mandibular　base．　The　Japanese　children　had　a　distinct　tendency　of　having　a　shorter　face

compared　to　those　of　30　years　ago．　The　body　height　and　weight　of　the　Japanese　children　were

larger　than　those　of　the　Chinese　children　at　any　age　over　three　years．　This　seemed　to　be

attributable　to　differences　in　the　current　social　environment　between　Japan　and　China．
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緒 言

　成人，青少年および学童の頭顔面部の発育に

っいての研究は，中国，日本ともに散見され

るト5）が，学齢前の小児に関する研究は，両国と

もに，ほとんど見あたらない。また，民族の体

質的特徴は，その民俗が長い間居住している生

活環境に大きな影響を受けることは，周知の通

りである6）。そこで，社会経済，栄養，運動，ス

トレス，気候等の生活環境の違う日本と中国の

学齢前小児について，頭顔面部の発育状態の違

いを知ることを目的に，生体計測を行った結

果，興味ある知見を得たので報告する。

研　究　方　法

　調査対象：中国における調査対象児は北京医

科大学第二臨床医学院口腔科で1990年に調べ

た北京市西域区地域の5ヵ所における幼稚園児

539名である。日本の対象児は，1991年に岩手

医科大学歯学部小児歯科外来で調べた盛岡市周

辺域と三沢市地域の学齢前小児530名である。

ただし，全身的になんらかの疾患を有している

小児は除外した。

　年齢は，両国ともに2歳から6歳までであ

り，調査対象人数の内訳はTable　1に示す通り

である。

　計測項目ならびに計測方法：計測項目はマル

チンの生体計測法7）に定められている測定点を

基準にして，Fig．1に示す頭顔面部の成長発育

を呈示する21項目について行った。計測にあ

たっては，被計測者を自然直立あるいは椅子に

坐らせ，眼耳平面（フランクフルト平面）を水

平に保持させたまま，前方を直視させた後，下

顎安静位の状態で左側から計測を行った。ま

た，計測者は，中国，日本ともに，同一人（Z

K）に定め，マルチン式人体計測器（スイスG

PN製）を用いて計測した。

　統計処理：計測値は，国，年齢，性別に区分

し，それぞれの測定項目の平均値と標準偏差を

算出し，平均値間の有意差の検定は，危険率1％

と5％でStudentのt検定を用いた。

Tablel
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Number　of　children　examined　by　age

9「oups・

Age　in　years
Race Sex

2 3　　4 5 6
Total

Japanese

Chinese

Japanese

Chinese

F
F
M
M

14

10

17

12

42　61

49　62

50　74

49　76

75

74

83

83

61

63

53

61

253

258

277

281

Total 53 190　273 315 238 1069

結 果

　（1）頭顔面部の発育（Table　2，3）

　（1）深さについて

　（1）t・n，（2）t－or，（3）t－sn，（4）t－pr，（5）t－idの深さ

（Fig、2）においては，全ての計測部位が日本，

中国ともに加齢的に増加する傾向を示してい

た。また，それぞれにおける男女児間を比較す

ると，どの計測部位においても，日本，中国と

もに有意差をもって男児の方が大きい値であっ

た。一方，日本と中国の男児間，ならびに女児

間の比較では（2｝t－orのみが，男女児ともに中国

の小児は，日本の小児よりも有意に（危険率

1％）大きい値であった。さらに，6歳女児だけ

であるが，中国の方が日本の小児より（3）t－sn，

（4）t－pr，（5）t－idの項目で有意に大きな値を示し

た。

　Fig．3に示した深さの測定部位（6）t－gn，⑫

go・gn，（1Wsn・p，（1》g－op・g，⑳g－opの項目では，

日本，中国ともに加齢的な増加を示していた。

しかし，日本，中国それぞれにおける男女児間

の比較では，とくに，3歳以上になると（6）t－gn，

ωg－op－g，⑳g－opの三項目において，日本，中

国ともに男児の方が女児よりも有意に大きい値

であった。また，日本と中国間で男児，女児そ

れぞれの比較では3歳以上になると，男女児と

もに（6）t－gnと09g・op－g，⑳g－opで日本の方が

中国の小児よりも大きく，⑰sn－pでは逆に中国

の方が日本の小児よりも有意に（危険率1％）大

きかった。
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Fig．l　the　regions　of　measurements

　　　　　　　eu（Euryon），　ex（Extokanthion），　en（Entokanthion），

　　　　　　　ch（Cheilion），　op（Opisthion），　g（Glabella），　t（Tragus），

　　　　　　　n（Nasion），　or（Orbitale），　prn（Pronasale），　sn（Subnasale），

　　　　　　　pr（Prosthion），　id（lnfradentale），　gn（Gnathion），　go（Gonion），

　　　　　　　obs（Otobasion　superius），　obi（Otobasion　inferius）．
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Fig．2 The　measured　values　of　each　region　in　the　facial　depth．

J：Japanese，　C：Chinese，　M　l　male，　F：female，　Y：years　old

The　significant　difference　　＊＊p〈0．Ol　＊p＜0．05
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Table　2 The　height　and　weight，　and　the　distances　between　measurement　points　of　the　head　and　face　in

Japanese　children．（units：m）

age SE】【 N‘1，

HG↑．

（劇
WT．
（㎏）　t¶ t㊥r　tでn　t予r　t→d　トひ t－90 r9“　m－id

　　　　　　　　　　　　　　　obs　　sn
n¶　gn予r　gn可o　eren　ex㊥x　ch℃h　　－◇bi　下m　nrn　roひ99つp　euτu

2

F
M

14

1τ

ヌ
S
D
反
S
D

胞倒
587

87．蘭

6」5

1278　低50
1．76　435

1247　97．認

2盟　　a70

τ4．／，　　随5τ　　低00　　甑79　　1低57

a　79　　　　4．73　　　　5．蕊　　　　5　豹　　　　6．舗

丁ふ71　　97．蕊　　　弧18　　97．00　　1帆59

ag2　匙舵　　3．鈍　4．64　↓90

4205

a悩

4L田
乱65

肚“　2土肪
621　2，94

肪．ヨ5　2▲銘

▲1t　231

泣τ1　　37．田　　　71．00　　　れ49　　服43　　皿開　　　鵠．50　　　1ao1　　砥42　49τ79　　1皿お　　1鵠．43

235　a48　2肪　　1．50　a16　1．胡　　a62　0．70　2的　1τ54　7，92　5ω

認79　　識80　　　71．06　　　蹴39　　87．扮　　　認．52　　4008　　　1al1　　肱助　　趾瓢　　1肛06　　14200

205　　　3．闘　　　　3．99　　　　1．14　　　a飽　　　　a舵　　　　2．90　　　　1．17　　　2．58　　　14．94　　　6閲　　　　6．95

3

F
M

42

50

ヌ
S
D
叉
S
D

97」69

↓69

97．go

↓鮪

14．79　！／．74

Lτ8　365

1569ωL76
3L凹　　a54

76．s7　98．98　9＆白　9893108，38
3　ρ　　　　a郎　　　　4．07　　　　aT4　　　　4．鵠

7＆II　101．田100．68101．22111．田

a19　＆防　　土oo　“3　↓田

42．田

3．16

44．15

a2

肌田　2599
4θ〔　1．73

91．お　加．63

3．句　　L63

33．44　　392　　　7345　　　田．2　　　田，別　　　訟．63　　41．48　　　14．編　　　3＆03　　鵬19　　161．10　　141．田

250　　　2鵠　　　　a49　　　　200　　　＆71　　　295　　　307　　　3諭　　　　匙21　　19．03　　　　6，12　　　↓寵

領12　　4009　　　74．74　　27．田　　　90．80　　　3a舗　　　口．23　　　14．19　　39．餌　　519鵠　　1肌62　　145，92

205　　　1．73　　　a24　　　2“　　　　＆97　　　2訪　　　　3似　　　　082　　　2　11　　1証78　　　569　　　5仙

4

F
M

61

74

三
S
D
叉
S
D

104．08

4．τ6

1田L74

1仕9τ

17，2310Lお
2駆　　331

1＆9910369
1．91　a田

7＆　87　　100．舵　　101．⑳　　1皿80　　11a　l3

a肪　　　　a“　　　　357　　　314　　　4．答

肌2310a61沌a181肱凹11519
3｜；　　　　3　go　　　　a　5g　　　　a41　　　　a　的

43」42

327

45u
274

9L25　2τ19
↓お　　L田

叙お　2τ．75

4，幻　　L鮪

餌．別　　　ω．60　　　75鈴　　　27．51　　90．Ω　　　抵τ0　　　42田　　　14．50　　　羽．槌　　51＆加　　1制．41　　140．59

2㎎　　　　1．79　　　2肪　　　　1．71　　　a6了　　　221　　　2釣　　　　0弱　　　　241　　　1a語　　　　569　　　14．11

翫08　　41．臼　　　7597　　貌勿　　　肱臼　　　舗．13　　仏臼　　　1481　　ω12　5カ．15　　11＆田　　1砥42

1．91　　　1．鴎　　　　ao8　　　　1．鮪　　　　ag1　　　2鵠　　　　ao6　　　0．旬　　　　2肪　　　15．鈎　　　　a44　　　5．4τ

5

F
M

75

田

叉
S
D
衰
S
D

110．37

541

U1』4
5．19

19．9110al6
2，91　3．98

19．τ0105，朗

a27　402

80．⑳　　1砥茄　　1瓜　鵠　　1肌舗　　115　57

a　田　　　　4．23　　　　↓舵　　　　4．Ol　　　　4．60

肱4910634105．7810τ1611＆加
3．妬　　　　a81　　　3閲　　　　＆M　　　　4．脂

45L集
a30

46鮪
3田

94釣　2＆iO
4．邸　2」12

｛1．49　2＆30

4．認　202

託頴　　　4218　　　7丘31　　捉81　　Ω集　　　訓．倒　　　4＆駈　　　15㎎　　　41．田　　5抵　12　　1駈聰　　1仏31

216　　　　1．80　　　a頷　　　　1．91　　　a毘　　　　242　　　2肪　　　　1．品　　　　3．27　　　1540　　　5．τ8　　　5脇

蕊14　　41．77　　77．37　　鴻．57　　田．99　　銅．73　　4a　45　　15．聞　　　4216　5抵69　1駆鵠　　14657

1．田　　　　1．69　　　339　　　　2．24　　　3．99　　　　2．86　・．　419　　　2．62　　　2．茄　　　1＆62　　　606　　　1232

6

F
M

61

53

叉
S
D
天
S
D

115．15

4．74

117．11

7．野

21，081田L33

a19　373

21．66106．舗

347　4．30

80．59　　104．52　　10軋23　105．69　　116．田

a昂　　a朗　　a59　3ω　　＆75

皿75　　10丁．茄　　10τ．77　　109．06　　1蹴語

＆75　　　4．42　　　4．帖　　　　a舵　　　　560

45．34

a田

4653
330

95，36　朗』7

4」9　L95

鰍加　29．肪

4．32　2舵

34．89　　41．75　　　77．25　　　2＆49　　　9a　79　　　35加　　　45．24　　　15．35　　41．18　　531．97　　1蘭．95　　144．46

a30　　　1．図　　　　＆24　　　　1．5」　　　a47　　　1．9」　　　360　　　a　73　　　209　　　1駐90　　　587　　　5施

蕊　15　　42．35　　　79．21　　29．63　　馴．70　　肪，53　　　45田　　　15．36　　41．58　　皿75　　1了α70　　14⑨57

2LO4　LO2　a77　209　345　204　＆46　0，62　L97　1↓留　　4．92　6認

Table　3　The　height　and　weight，　and　the　distances　between　measurement　points　of　the　head　and　face　in

　　　　　　　Chinese　children．（units：㎜）

age SEX No＆

HGT．
（●）

WT．
（㎏）　t－n t㊥r　trn　tつr　t→d　t－gn t可o n－gn sn→d

　　　　　　　　　　　　　　　obs　　m
n㊥r　　gnつr　　即可O　　en市n　　exr頁　　ch寸h　　　　㊥bi　　－prn　　n寸n　　蜘口　　口p　　euru

2

F
M

10

12

x
S
D
ヌ
S
D

9L40
ao7

⑨λτ5

a61

11．83　集LII

365　367

14」8　9！，33

1．10　262

76．40　　　皿　20　　　97．60　　　脆　80　　105　姐

265　4．鵠　　3蹄　　264　a53

τ8認101．田　9臥ω　皿921瓜田
a肪　　　　a52　　　218　　　1．71　　　211

4269
31τ

4Ug
a13

財．ll

5ρ

聞」17

4．61

2272
L67

2ao6
1．認

頒63　　37．12　　　τ0⑳　　　31．品　　　76．00　　脇07　　　皿14　　12舗　　　37．田　　474．80　　1皿3（　　1仏1，

1．14　　　　1．図　　　　2胡　　　　217　　　＆12　　　2聞　　　　1．43　　　ατ9　　　230　　　皿07　　　341　　　乱2

30．胆　　　瓜％　　　7267　　　認13　　76．印　　　阻娼　　　綴13　　　1242　　　識43　　497．OI　　1阻衡　　14ag2

1．柘　　　　1．91　　　　1．65　　　213　　　　1．66　　　　1．74　　　276　　　0S1　　　　1．71　　　1＆鳴　　　　a茄　　　　4．52

3

F
M

49

49

叉
S
D
天
S
D

ga　14

3．60

94．86

a田

1300　卯．37
1．25　31｛

14．14100．12

L85　4，12

77．剖　9＆22　9812　9＆73m＆臼
a18　　　3．62　　　3語　　　　a　14　　　4．25

7息田101．M　99，臼101．勿10＆76
a　o3　　　　4．13　　　　361　　　　3．95　　　　4．能

4516
4．29

45τ3
4．23

距15
327

肪．27

4．43

22L羽

234

2a37
221

鎗．肪　　　識禺　　　7a　舵　　　31．41　　　75　τ3　　　胞　舗　　　別7肪　　　1273　　　皿　19　　但9｜　　1皿　51　　142lI

2加　　　　2．79　　　324　　　2　17　　　a31　　　±90　　　3．鴉　　　　0．槌　　　　2図　　　10駆　　　　4．臼　　　　5．16

鴉．47　　3τ59　　7al8　　　肱況　　　76抽　　　況．69　　　51．61　　12羽　　　皿田　　4弱．80　　161，漉　　145別

2．80　　　　323　　　3．鮪　　　　2．旬　　　　3．16　　　3．61　　　a46　　　　1．帖　　　　3．16　　　14．80　　　6．59　　　558

4

F
M

62

76

云
S
D
三
S
D

1｛1．50

4．24

101．39

4ω

1鼠87100．37
1．集　　ao2

15，卵10271

L91　411

加．60　　101．76　　1皿糾　　1舵．52　　11∪　21

284　3．16　298　a14　399

81．80　　1例．17　　10255　　1咀田　　112．16

a12　a田　　345　aa1　4．」6
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　（2）高さ

　高さの発育を表している（7）t－go，（8）n－gn，（9）

sn－id，00n－orの項目（Fig．4）のうち（10n’orは

日本の男女児において，2歳から3歳にかけ

て，やや加齢的な増加傾向を示したが，3歳以

上では，日本，中国ともに加齢的な増加は緩徐

であった。しかし，（7）t－go，（8｝n－gn，（9）sn－idの

三項目では，日本，中国の男女児ともに加齢的

な増加傾向が認められた。一方，それぞれの計

測項目について日本，中国の男女児間を比較す

ると，日本の小児では，とくに，男児の方が女

児よりも大きい値を示していた。一方，日本と

中国の男児間，女児間それぞれを比較すると，

（8）n・gn，（9｝sn－id，00n－orの項目は，男女児とも

に，日本の方が中国よりも有意に（危険率1％）

大きい値を示し，（7）t－goでは，逆に，中国の方

が日本よりも有意に　（危険率1％）大きい値で

あった。同様に，高さを示す（1Dgn－pr，08n－sn

（Fig．5）では，中国，日本ともに男女児間の差

は少ない。しかし，中国と日本の男児間，女児

間の比較では，（10gn－prで，3歳から4歳で，

日本の小児の方が中国よりも大きく，⑱n・snで

は，逆に，5，6歳で中国の小児の方がより大

きな値であった。一方，（1⑤t－1では，男女児とも

に日本に比べて中国の小児は約2倍の大きさを

示し，どの年齢群でも有意差（危険率1％）が見

られた。

　（3）眼窩内外ならびに口裂の幅（Fig．6）

　（13en－en，（1のex・ex，（19ch－ch，閻eu・euの中

で，⑬en・en，⑮ch－chは，加齢的な増加は非常

に緩徐であった。また，（19ch－chを除いて，ほと

んどの部位で中国，日本ともに男女児間に有意

差（危険率5％）を認め，男児がより大きな値を

示した。一方，日本と中国の小児を比較すると，

日本の小児は04ex－exで中国の小児よりも有意

に大きいが，個ch－chでは2歳と6歳の女児な

らびに3歳と6歳の男児のみで中国が大きく，

⑳eu－euでは，わずかに2歳女児で中国が大き

く，4歳男児で日本が大きい以外には，ほとん

ど有意差は認められなかった。
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　2）身長，体重（Fig．7）

　身長は日本，中国ともに加齢的な増加を示

し，とくに，2歳，5歳を除いては日本の方が

高い値を示していた。また，体重では男児，女

児ともに，3歳以上で日本の方が中国よりも有

意に大きい値であった。

総括ならびに考察

　頭顔面部の発育に関する研究は，ほとんどが

学童以上のものであり，ましてや，学齢前の小

児について，中国と日本で比較検討した研究は

皆無である。従って，本研究結果を従来の研究

結果と比較検討することは困難であるが，6歳

児に関しては，日本の先人の研究8～13）において，

頭顔面部の計測部位の一部が本研究の計測部位

と一致していることから，6歳児での比較を行

うと同時に，先人の計測を行なった時代から今

日までの年代的な推移を考察した。

　1）日本，中国それぞれにおける加齢的な発

育にっいて（Fig．8，9）

　日本の男女児では正貌からみると，en・en間，

ex－ex間，すなわち，内眼角点間ならびに外眼

角点間は年齢的な変化はほとんどみられない。

しかし，gnすなわち，オトガイ点は等差級数的

に下方へと加齢的な発育を示し，それと平行し

てch・ch間（口唇交点）も下方へ移動してい

る。しかし，ch・ch間距離の加齢的な増加は，あ

まり認められなかった。

　側貌では，t－go（耳珠点と顎角点）距離がそ

れほど加齢的な変化がないにもかかわらず，

go－gn（顎角点とオトガイ点距離）は下前方へ

と増加していた。また，n，or，sn，pr，id，gn（鼻

部，眼窩部，上下顎歯槽部，オトガイ部）はい

ずれも，加齢的な前方への発育が認あられた。
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一方，中国の男女児も，正貌において，en－en，

ex－exの距離には加齢的な増加はほとんど見ら

れなかった。また，日本の小児と異なりオトガ

イ点の下方への発育も少なく，ch・ch（口唇交

点距離）やその位置も加齢的な変化はほとんど

示さなかった。しかし側貌では日本の小児とは

異なりt－goの下方への発育は大きく，逆に，

gn（オトガイ部）の下方への発育は非常に小さ

い傾向を示した。すなわち，日本の小児は顔面

前方部で，オトガイ部前下方への発育が著しい

が，中国の小児は，顔面後方部で，顎角部の下

方への発育が著しいと言える。

　2）日本と中国のそれぞれの年齢における頭

顔面部の発育の比較（Fig．10）

　2歳児では，en－en間，　ex－ex間，それぞれの

距離が中国の男女児で小さい以外，日本と中国

の小児の顔の輪廓はほとんど同じであった。一

方，側貌では，中国の小児がt－go間距離が，と

くに，男児でより下後方へ位置しているが，gn

点は，日本，中国の小児ともにほぼ同じ位置に

存在していた。しかし，4歳児になると日本の

男女児はとくに，gn点の下方への発育が中国

の小児よりも大きく，男児で著明であった。側

貌では逆に，go点が中国の男女児において，日

本の小児よりも下後方へ著しい発育を示してい

た。これらのgn，　go点は，それまで男児が女

児を上回っていたが，6歳になると日本，中国

ともに女児は男児とほぼ同じ位置まで達する，

著しい発育を示していた。このように，3歳以

上から，日本と中国の小児は，それぞれの民族

の特徴的な顔貌を呈しはじめ，日本の小児は下

顎底の前下方への傾斜が著しい顔貌に，中国の

小児は下顎底が平坦で顎角部の小さい顔貌を呈

するようになった。しかし，このような差が，

どのような環境要因によるものかは，今回の資

料のみでは明らかにすることはできなかった。
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w

一方，男女児の比較では中国，日本ともに，ほ

とんどの計測部位で男児の方が女児よりも発育

が良好であり，この傾向は前野ら8）や山田9）の報

告と一致していた。

　（3）日本人における6歳児の頭顔面部の発

育について，先人の研究との比較

　今回の計測項目の中で，先人8－13）が計測を

行った項目と同一の部位は頭長，頭幅，形態学

的顔面高である。さらに，合致する年齢は，6

歳のみである。そこで，6歳児について，それ

ぞれの項目について比較した。頭長に関して

は，昭和36年，長崎県の壱岐と対馬で行った結

果lo）では，男児171．4－172．8　mm，女児168．4－

170．1㎜，昭和37年長崎県大村市と瀬戸町で

行った結果11）では，男児171．8－172．3mm，女児

168．1－170．1㎜，次の年に地区の異なる長崎県

島原市と加津佐で行った結果12）では，男児171．7

－ 173．Omm，女児167．6－168．4㎜であった。佐

世保13）でも，男児172．4，女児167．7㎜であり，

本研究の男児170．9mm，女児167．O　mmは，この先

人の研究に比べ，若干小さい傾向にあるもの

の，それほど大きな相違があるとは考えられな

かった。また，頭幅にっいて昭和23年熊本県田

底村で前野8）が行った調査結果の値は，男児で

143㎜，女児で140㎜であった。また，同氏の論

文中における他氏の結果も139－143mmであっ

た。また，長崎県壱岐と対馬1°）では，男児145．5

mm，女児143．4－143．5　mm，大村市と瀬戸IDで男

児139．4－143．3mm，女児143．7－147．3　m皿，島

原と加津佐12）で男児146．4－147．Omm，女児

143．9－144．4㎜，佐世保と平戸13）で男児144．5

－ 147．4㎜，女児141．5－142．Omm，であった。

これらは，頭長とは異なり，本研究の男児149．6

mm，女児144．5㎜よりも，いずれも小さい値を

示していた。

　頭蓋長幅指数を求あてみると，中国の女児が

89～92，男児は90～91であった。一方，日本

の女児は86～88，男児が87～89で中国の方

がやや短頭化が顕著であった。このことが即，

時代的に大陸系の民族は短頭化が顕著で日本人

は長頭であった18）ことにっながるとは思えない

が，先に述べた九州各地方の頭蓋長幅指数は81

～ 85である。この時点（昭和36年）で，江田10）

が推察しているように「短頭化現象は，頭長の

変化よりも，頭幅の増大がより大きな要因をな

している。」ということに一致するものであり，
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さらに，30年経過した現在，その現象がますま

す進んでいるものと考えられる。短頭化現象が

時代を通じて続いてきたばかりでなく，現代も

進行中の変化であるのは自然環境や文化環境に

対応する一時的な変化であるのか，突然変異な

どを含む遺伝的な，進化の一コマであるのか，

その要因を探るには，今後とも同一人種で環境

要因が異なる民族で幅広い調査研究が必要であ

る。一方，形態学的顔面高は，昭和23年，熊本

県田底村8）で，男児100mm，女児97　mm，壱岐と

対馬1°）では，男児で100．9－101．2mm，女児で

99．0－98．8mm，大村と瀬戸11）では，男児で98．8

－ 101．5mm，女児で99．1－101。3　mm，加津佐12）で

は，男児で101．1－102．2mm，女児で98．5－

99．1皿mであり，本研究では，男児96．3mm，女児

95．4mmで，上に述べた先人の研究におけるどの

値よりも，非常に小さかった。今回は，頬骨弓

幅は計測していないが，昭和36年の調査14）で低

顔化の傾向がすでに述べられており，頭部の変

化と同様，低顔化の傾向はその後30年を経た

現在まで，さらに進んできているものと考えら

れた。

　また，中国の小児は，日本の小児に比較して，

低顔化の傾向が顕著であると考えられるが，今

後，時代の推移と共に，この傾向がどのように

変化していくか，興味の持たれるところであ

る。頭顔面部の発育と歯列弓との関係にっい

て，加藤15），南16）は歯列弓および口蓋高は頭部よ

り顔面部に強い順相関関係があるとしながら

も，加藤15）は，頭部が上顎の歯列弓及び口蓋高

との間にしばしば正の相関があるとしている。

また，台湾高山族の生体計測を行った角ら17）は，

頭最大幅ならびに形態学的顔面高は上下顎歯列

弓幅と，正の相関を示すのを認あており，今後

は，これらの顔貌と歯列弓との関係を調査して

いく予定である。

　（4）身長について

　昭和36，37年に九州のそれぞれ異なった地

域での計測値IH3）で，地域差が認あられたが，

その値は男児で108．7－112．8cm，女児で109．5

－ 113．Ocmの範囲であった。計測地方が異なる
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が，時代が30年経過して行った本研究の結果

は，男児117．1c皿，女児114．7　cmと，男児では5

－ 9cm，女児では2－5cmと，より高い身長を

示していた。中国の小児も日本の従来の報告と

比較すると，中国の方が，2－3cmほど高い身

長を示していた。このように現在では，両国と

もに，1960年代の日本人の値と比べ，高い値を

示している。さらに，日中間の比較では加齢に

伴い，日本の小児の方が有意に高い身長を示

し，この傾向は体重においても同様であった。

とくに，体重に関しては，中国の現在の社会事

情を考えると，栄養などの問題が左右している

ものと考えられた。身長に関しては，中国の広

い国土を考えると，他の地区との比較が今後必

要であると思われる。

結 論

　2歳から6歳までの日本と中国の小児合計

1062名について，頭顔面部ならびに身長，体重

の生体計測を行った結果，次のような結論を得

た。

　1）日本，中国の小児ともに，内眼角点間

　（en－en）ならびに外眼角点間（ex－ex）距

離には，加齢的な増加は認められなかった。一

方，オトガイ点（gn）は日本の小児では加齢に

従い，下方への著しい発育を示したが，中国の

小児では発育が少なかった。それに伴い，日本

の小児では，ch－ch（口唇交点）間距離も下方

へ移動したが，中国の小児では，大きな変化は

なかった。

　2）側貌では，日本の小児で耳珠点と顎角点

（t－gO）距離が加齢的な変化をあまり示さない

が，中国の小児では，下方への発育が大きかっ

た。これらの発育の相違は，2歳児では差がな

く，3歳以上になると顕著となり，日本，中国

それぞれの特徴的な顔貌を示しはじめた。

　3）日本の6歳児の頭顔面部の発育につい

て，先人の研究結果と比較し，頭長には大きな

変化はないが，本研究では頭幅がより大きく，

形態学的顔面高は，逆に非常に小さかった。す

なわち，日本の小児の顔貌は，低顔化の傾向が



142

強くなっているものと思われた。

　4）身長，体重では，日本，中国ともに，加

齢的な増加が認められたが，3歳以上になる

と，日本の小児は中国の小児よりも大きかっ

た。

　稿を終わるにあたり，ご協力をいただいた本

学小児歯科学講座の各位に対し，御礼申し上げ

ます。

　なお，本論文の要旨は，平成3年11月第17

回岩手歯学会総会，ならびに平成3年9月（於

京都），第13回国際小児歯科学会会議，第29回

日本小児歯科学会大会および総会において報告

した。
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